
銚子栄光教会 説教メモ 

「神に遠い者から近い者へ」 

エフェソの信徒への手紙 2章 11-13節 

2023.10.1 

●アウトライン 

１．神が共にいる人生の希望 

・聖書が語る「異邦人」と「ユダヤ人」 

 ・「この世の中で希望を持たず、神を知らずに生きていました」（12 節） 

 ・私たちにとって「希望」とは何か。 

 ・聖書が語る本物の「希望」とは。 

２．神に遠い者から近い者へ 

 ・「神から遠く離れている」とは。 

 ・神との交わりを失った「死」の状態にある人間の悲惨 

 ・「しかし、…今や、キリスト・イエスにおいて、キリストの血によって、神に近い者と

なった。」（13 節） 

・旧約の動物犠牲とキリストの十字架 

・キリストの血によって、神との和解が与えられ、神に近づくことが許されている。 

・神に近い者とされる祝福 

 

●聖書箇所 

【ヘブライ人への手紙6章 19節、新約 407ページ】 

「わたしたちが持っているこの希望は、魂にとって頼りになる、安定した錨のようなもの

であり、また、至聖所の垂れ幕の内側に入って行くものなのです。」 

 

【テモテへの手紙一 6章 17-19節、新約 390ページ】 

「この世で富んでいる人々に命じなさい。高慢にならず、不確かな富に望みを置くのでは

なく、わたしたちにすべてのものを豊かに与えて楽しませてくださる神に望みを置くよう

に。善を行い、良い行いに富み、物惜しみをせず、喜んで分け与えるように。真の命を得る

ために、未来に備えて自分のために堅固な基礎を築くようにと。」 

 

【エフェソの信徒への手紙 4章 18節、新約 356ページ】 

「そこで、わたしは主によって強く勧めます。もはや、異邦人と同じように歩んではなりま

せん。彼らは愚かな考えに従って歩み、知性は暗くなり、彼らの中にある無知とその心のか

たくなさのために、神の命から遠く離れています。」 

 

 



【ローマの信徒への手紙 5章 8-11節、新約 279ページ】 

「しかし、わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために死んでく

ださったことにより、神はわたしたちに対する愛を示されました。それで今や、わたしたち

はキリストの血によって義とされたのですから、キリストによって神の怒りから救われる

のは、なおさらのことです。敵であったときでさえ、御子の死によって神と和解させていた

だいたのであれば、和解させていただいた今は、御子の命によって救われるのはなおさら

です。それだけでなく、わたしたちの主イエス・キリストによって、わたしたちは神を誇り

としています。今やこのキリストを通して和解させていただいたからです。」 

 

●カテキズムの言葉（聖書の教えの要約） 

【ウェストミンスター小教理問答】 

問 19 人が堕落した状態の悲惨とは何ですか。 

答   全人類は、堕落によって神との交わりを失い、今は神の怒りと呪いの下にあり、そ

のため、この世であらゆる悲惨と、死そのものと、永遠の地獄の罰を免れないもの

とされています。 

 


